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２．トップメッセージ 

 

当院は昭和 6 年より九州帝国大学温泉治療学研究所 附置病院として発足し、以来

「温研」の愛称で別府市民の皆様に親しまれて参りました。平成２３年に現在の九州大

学病院別府病院として再出発いたしております。当院は優れた環境と伝統を踏まえ、が

ん、免疫疾患、生活習慣病、脊椎疾患などの難治性疾患を対象として患者さんに優しく

侵襲の少ない先進的医療を提供しています。 

現在、診療科は従来の内科（リウマチ膠原病、循環器、内分泌・糖尿病、血液、骨粗

鬆症、老年病）、外科（消化器がん、乳がんなど）、整形外科（脊椎外科）、放射線科（画

像診断、放射線治療）、麻酔科の 5 科で診療を行っております。特に、「九大温研」時

代からの伝統で機能障害を有する患者さんには温泉療養を含めたリハビリテーション

治療も積極的に行っています。 

当院は九州大学病院の理念である「患者さんに満足され、医療人も満足する医療を提

供する」の基本に立ち、患者さんとの信頼に基づいた安心できる専門的医療と患者さん

の健康の増進のために質の高い医療の提供をめざしております。その実現のためには、

病気を発症するメカニズムや治療標的分子を開発するなど、臨床応用をしっかりと出口

に据えた臨床研究が必要です。われわれは古くから大学病院の附置研究所としての役割

を努めさせていただきました。 

ところが、近年、地球温暖化、紫外線暴露、食生活の高脂肪食化、高齢化社会の実現

などの様々な生活因子・地球環境要因がこれらの疾患と密接に関わってきていることが

次第に明らかになって参りました。 

こんにちまで温泉の効能に関する研究などを歴史的に推進してきた学問の府として、

これからも地球環境問題を対岸の火事と捉えずに、われわれに突きつけられた喫緊の課

題として取り組んで参りたいと存じます。さらに、身近なところでは職員全員が環境に

対する高い問題意識を持ち、一丸となって省エネルギーの推進、省資源化の推進、医療

廃棄物及び一般廃棄物の適正管理及びゴミの分別・減量化等々に努めてまいります。 
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３． 九州大学病院別府病院概要 

名 称   九州大学病院別府病院 

 

理 念   患者さんに満足され、医療人も満足する医療の提供ができる病院を目指し 

      ます。 

 

基本方針  ◇地域医療との連携及び地域医療への貢献の推進 

      ◇プライマリ・ケア診療の充実 

      ◇全人的医療が可能な医療人の養成 

      ◇専門医療の高度化を目指した医学研究の推進 

◇国際化の推進 

◇生活の質が向上できる医療の提供 

 

所在地   〒８７４－０８３８ 大分県別府市大字鶴見字鶴見原４５４６ 

      TEL ０９７７－２７－１６００（代表） 

      FAX ０９７７－２７－１６０５ 

      URL http://www.beppu.hosp.kyushu-u.ac.jp/  

 

病床数   一般 １０４床  療養 ３６床 

 

沿 革 

設   立 １９３１年（昭和６年） １０月 温泉治療学研究所附属病院 

改組・統合 １９８２年（昭和 57 年） ４月 生体防御医学研究所附属病院    

統   合 ２００３年（平成１５年）１０月 九州大学病院別府先進医療センター 

統   合 ２０１１年（平成２３年） ４月 九州大学病院別府病院 

 

構成員 （平成２６年４月現在） 

    教  員      ２２人 

    医員・研修医    １０人 

    医療技術関係職員  ２２人 

    薬剤関係職員     ５人 

    看護関係職員    ８２人 

    事務関係職員    ３２人 

    その他職員     １４人 

    合  計     １８７人 
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別府病院の組織図 
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４．環境安全教育 

 

平成２６年４月１日（金）に、九州大学病院からのテレビ中継を使い、転任者及び

新規採用者に「新採用者合同研修」等に基づき、医師・看護師・職員が講師となり次

のような安全教育を実施しました。 

 

【講義内容】 

１． 病院概要 

２． 就業規則等について 

３． 防災について 

４． 薬剤とオーダーの運用について 

５． 九大病院の栄養管理は 

６． 診療放射線室について 
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５．市民公開講座 

 

市民公開講座は、別府市民の皆さんに医療・医学についての情報伝達することにより、

病気や健康に対する意識向上を図り、地域に対しての予防医学的な貢献に結びつけたい

との発送から、平成１７年度から当院の医療従事スタッフが講演してまいりました。平

成２５年度より趣向を変え、年に１回程度当院医療従事スタッフの講演に加え、学外の

有識者を招いて講演を行う形式で取り組んでいます。今年も８月に開催予定です。 

過去３回の学外の有識者と講演テーマは以下の通りです。 

 

     

平成２５年度            平成２６年度 

 

 

             平成２７年度 
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６．環 境 活 動 

 

（１） 職員による清掃活動 

病院内では、環境美化を目的として勤務時間以降に不定期ではありますが、職員（医

師・技師・看護師・事務職員）による清掃活動（草取り）など、外来診療棟前ロータリ

ーから正門周辺草取り、構内道路の落ち葉やゴミ拾いなど、環境美化のための活動を行

い、梅雨前には建物の屋上樋廻りに溜まっているゴミ等の清掃を行っています。 

 

 

 

     

構内清掃                 構内清掃 

 

 

      

       建物屋上清掃               建物屋上清掃 

                 

 

 

 

パトロール風景 
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８．エネルギー 

 

別府病院でも、エネルギー管理を行うために下記の表を作成してエネルギー 

の管理資料としています。  

 

 

電気使用量（kWh） 

 

 

上水使用量(m3) 

2,580,000

2,600,000

2,620,000

2,640,000

2,660,000

2,680,000

2,700,000

2,720,000

2,740,000

2,760,000

2,780,000

2,800,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

2,761,608

2,662,860

2,790,780

2,756,040

2,691,444

0
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35,000
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45,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

32,464
34,437

38,717

44,961
41,468
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下水使用量(m3) 

 

 

 

ガス使用量(m3) 

平成 2 年度末，重油地下タンク改修のため増加 
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88,256 88,719

126,568
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98,226
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A 重油使用量(L) 

平成２４年度末，地下タンク改修のため減 

 

 

CO2 排出量比較表（月別年度比較） 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
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140,000

160,000

180,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

177,531
168,259

98,283

139,847
146,294
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９．環 境 安 全 

 

別府病院では、医療廃棄物（感染性・非感性性）及び一般廃棄物（可燃・不燃）を分 

別して集荷しています。医療用廃棄物については、その取り扱いについて注意する必要 

があります。医療で使用した針はさらに個別の専用容器にいれて廃棄しています。 

 

 

 

 

 

 

専用の分別容器にいれ

て廃棄を行っている。 

左から可燃、非感染性

廃棄物、感染性廃棄物

×２ 

医療用で使用した廃棄

する針を入れる専用容

器 

廃棄物置場においても

分別して集荷している 

左から段ボール、感染性

医療廃棄物、非感染性医

療廃棄物不燃物、可燃物
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別府病院には，桜が多くシーズンには患者さん・別府病院関係者及び周辺住民の心を

癒してくれています。本年も 3 月中旬から 4 月上旬の夜間（１８：００～２１：０

０）に病棟南側と正門通路の桜のライトアップを行いました，耐震工事のため病棟か

らの範囲は昨年より縮小しましたが，入院患者さんを始め看護師・医師・職員にも好

評でした。また，駐車場横に花壇を設置し，フジバカマを植えました。今秋にアサギ

マダラが飛来することを願っています。 

 

  

           桜の昼間・夜間ライトアップ 

 

  

   花壇を設置（水仙、フジバカマ，ポピー等を植栽） 


